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要 旨千菓県勝浦市沖で操業されるキンメダイ底釣り漁業により， ヨロイザメ科のオオメコビトザメ Squaliolus

laticaudus Smith and Radcliff in Smith, 1912 が 1 個体採集された．本種は西部太平洋・インド洋・大西洋などに

広く分布する種で，同属のツラナガコビトザメ S. aliae Teng, 1959 とともに非常に小型のサメ類として知られている．

本種は，より大きな眼を持つことや，上顎縁辺に皮弁状突起を持たないことなどでツラナガコビトザメと識別され

る．本種は， 日本周辺ではこれまで相模湾以西で採集されているが，千葉県からぱ初記録となる．

キーワード： オオメコビトザメ，ツラナガコピトザメ属底釣り漁業，千菓県初記録．

ョロイザメ科ツラナガコビトザメ属 Squaliolus Smith 

and Radcliff in Smith, 1912 は，体長 10~ 15 cm で成
熟し，最大体長が 30 cm に達しない非常に小型のサメ

類で，第ー背鰭にのみ棘を有すること，両顎歯の形態

が異なるがいずれも一尖頭であることなどの特徴を持

っ．本属にはオオメコビトザメ Squaliolus laticaudus 

Smith and Radcliff in Smith, 1912 とツラナガコビトザ

メ S. aliae Teng, 1959 の 2 種が含まれる．オオメコビ

トザメは西部太平洋・インド洋・大西洋の温帯～熱帯

域に広く分布し， 日本周辺でも相模湾以西から記録

されている (Abe and Minoshima, 1971; 仲谷， 1984;

Sasaki and Uyeno, 1987; 上野• 佐々木， 1983; 柳澤，

1994). ー方， ツラナガコビトザメは駿河湾～高知沖や

東シナ海およびフィリヒ°ン・オーストラリア周辺などの

西部太平洋および東部インド洋に分布が限られており，

その分布域にはオオメコビトザメも出現する (Last and 

Stevens, 2009; Sasaki and Uyeno, 1987; 柳澤， 1994).

ただし，矢野 (1986) は駿河湾から得られた本属魚類

はすべてツラナガコビトザメと考えられるとしており，

駿河湾におけるオオメコビトザメの分布は今後検証す

る必要がある． これまで千葉県周辺海域からはいず

れの種も記録されていなかったが，千葉県立中央博物

館分館海の博物館の千葉県産海産生物相調査により，

オオメコビトザメが勝浦市沖から採集されたので，千

葉県初記録として以下に報告する．

材料および方法

標本は千葉県勝浦市南東沖約 30 km にある漁場で

ある通称「キンメ場」から，キンメダイ類を対象とし

た底魚一本釣り漁業の混獲物として採集された．採集

標本は鮮魚の状態で海の博物館に持ち込まれ，生鮮

時の写真を撮影後に IO%ホルマリン水溶液で固定し，

その後 70%エタノールで保存した．標本は千葉県立中

央博物館分館海の博物館魚類資料 (CMNH-ZF) とし

て登録保存されている．

計測形質の測定は， Yamakawa et al. (1986) 等に従

い原則として投影長を測定したただし，吻端一眼腐

前縁の距離については， Sasaki and Uyeno (1987) によ

り採用された 2 点間の直線距離をあわせて測定し，彼

らの報告との比較を行った．脊椎骨数は Springer and 

Garrick (1964) に従い尾鰭前脊椎骨数と尾鰭脊椎骨

数に分けて軟エックス線写真画像上で計数し，単椎数

と複椎数もあわせて記録した．

種の記録

オオメコビトザメ
Sqヽヽalio/us/aticaudus Smith and Radcliff in Smith, 

1912 
(Fig. I) 

調査標本. CMNH-ZF 16435, 早，全長 259 mm, 

標準体長 225 mm. 採集地点：千葉県勝浦市南東沖
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Fig. I. Squaliolus /aticaudus Smith and Radcliff in Smith, I 912. Female (CMNH-ZF 16435, 259 mm TL). A, lateral view of 

the preserved specimen; B. lateral view o 「 the head; C, ventral view of the head. D, ventral view of the left pectoral fin showing 

the marginal black area 

約 30 km, 水深約 350 m; 採集方法 ： キンメダイ底釣

り に混獲 ； 採集者 ： 海老根智央 ； 採集日 ： 2007 年 II

月 IO 日．

形態 体は小型紡錘形で， 断而はやや側偏した

楕円形． 各鰭は小さい 体色は黒褐色で，腹面は黒色

を呈する ． 各鰭の縁辺部は白色半透明で，胸蜂の前縁

部のみさらに黒色で縁取られる ． 第ー背鰭に微小な棘

を有するが， 第二背鰭は棘を欠＜．眼は比較的大きく，

水平眼径は吻端一眼禽前縁の直線距離の 79.6% , 両

眼間隔の 80.4% . 眼嵩上縁は中庸に弧を描く．上顎の

縁辺部に皮弁状突起をもたない上顎歯は単尖頭で幅

の狭い棘状を呈し， 2~3 列が機能歯となる ． 下顎歯

は単尖頭で幅が広く尖頭は外傾し， 機能歯は 1 列のみ

である ．

計測形質（全長に対する百分率で示す） ： 最大体

幅， 12.0 ; 最大体高 ， 16.2 ; 尾柄高， 1.7 ; 吻端ー前鼻孔

外縁間距離， 2 .7; 吻端一眼禽前端間距離， 6.2 ; 吻端一

口裂間距離， 12.7 ; 吻端一噴水孔前端間距離， 15.4 ; 吻

端ー第一鯉孔間距離， 22 .0 ; 吻端一胸鰭起部間距離，

27. 〇 ； 吻端一腹鰭起部間距離， 66.4; 吻端ー第ー背鰭起

部間距離 ， 35.1 ; 吻端ー第二背鱚起部間距離， 70.0 ; 吻

端ー尾鱚上葉起部間距離， 86 . 5 ; 吻端ー尾鰭下菓起部

間距離 ， 85 .7 ; 胸鰭ー腹鰭間隔， 35.9 ; 腹蜂ー尾鱚下菓

間隔， 14.3 ; 第―-第二背鰭間隔， 26.6 ; 第二背鰭ー尾

鰭上葉間隔， 6.2 ; 鼻孔内角間隔， 2.3 ; 口幅， 6.9 ; 第一

鰊裂長， 1.4 ; 水平眼径， 6.2 ; 第ー背鰭基底長， 6.2 ; 第

ー背鰭高， 3.1 ; 第ー背鰭棘長， 1.0 ; 第二背鰭基底長，

13.9; 第二背鰭高， 2 . 3 ; 胸鰭基底長， 3.5 ; 胸鰭前縁長，

9.7; 腹蜂基底長 ， 7 . 3 ; 腹鰭前縁長， 6.6 ; 尾鰭上葉長，

14.3; 尾鰭下葉長， 10 . 8.

計数形質 ： 脊椎骨数 ： 69 = 49 (尾鰭前脊椎骨数）

十 20 (尾鰭脊椎骨数） = 34 (単椎数） + 35 (複椎数） ．

なお，固定後の検討標本では口角部の歯数を正確に

計数できなかったため， 歯式を示すことはできなかっ

た

分布． 西部太平洋（フィリヒ゜ン： Smith, 1912 ータイ

プ産地；相模湾 ： Abe and Minoshima, 1971; 沖縄舟

状悔盆 ・ 東シナ海 ・ 九，州ーパラオ海嶺 ： Sasaki and 
Uyeno, 1987; 熊野灘 ： 柳澤， 1994); インド洋（ 仲谷 ，

1984); 大西洋（マデイラ ： Noronha, 1926; スリナム ：

上野 • 佐々木； 1983; プラジル ： Cunha and Gonzalez, 

2006). 

備考 ツラナガコビ トザメ属には屈のタイプ種であ

る S. laticaudus Smith and Radcliff in Smith, 1912 に

加え， S. sarme11ti Noronha, 1926 と S. a/iae Teng, 1959 

の 3 種の名義タクソンが知られている . Seigel et al. 
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千低県初出録のオオメコビトザメ

(l 977) は S. sarmenti と S. aliae を S. la1ica11d11s の

新参異名と見なし，本属には一種のみが含まれるとし

た．その後，上野• 佐々木 (l 983) は S. laticaudus と

S. aliae ぱ別種であり， S. sarmenti は前者の新参異名

であるとした． さらに， Sasaki and Uyeno (1987) は既

知の 3 種のホロタイプを含む多数の標本の検討を行

い， S. sarmenli が S. latica11d11s の新参異名であり， S.

aliae Iま S. lalica11d11s より眼径が小さしヽこと (S. aliae 

では水平眼径は吻端一眼嵩前縁の直線距離の 42.6~ 
66.4%, 両眼間隔の 46.3~ 69.6%; S. latica11d11s では
それぞれ 61.0~ 81.7%, 73.4 ~ 85.6%), 上顎の縁辺
に一対の皮弁状突起を持つこと（稀に不明瞭な個体が

あるが， S. laticaudus では常にこれを欠く），眼腐上緑

が上方へ折れ曲がること (S. laticaudus ではほぼ直線

状）で識別される別種であることを示した．本報告の

検討標本は， Sasaki and Uyeno (1987) のあげた識別

形質のうち眼嵩上縁の形状が両種の中間を呈するが，

その他の形質は S. latica11d11s のものとよく一致したた

め， S. la1ica11d11s と同定された． なお， Abe (1962) が

S. latica11d11s とし和名ツラナガコビトザメを与えた標本

は S. aliae と考えられ， Abe and Minoshima (1971) が

学名未定で和名オオメコビトザメを与えた標木は， S.

latica11d11s と同定される (Sasaki and Uyeno, 1987). 

従って，和名ツラナガコビトザメは S. aliae に，和名

オオメコビトザメは S. laticaudus に対応する (Sasaki

and Uyeno, I 987). 千菜県周辺海域からは， これま

でに 29 科 96 種の軟骨魚類が知られているが（藍澤，

2003), ツラナガコビトザメ属魚類の採集出録ぱなく，

本標本ばソラナガコビトザメ属およびオオメコビトザメ

の千葉県からの初記録となる．

Sasaki and Uyeno (1987) のあげたツラナガコビトザ

メ属 2 種の識別形質のうち，眼腐上縁の形状に閲して

は，矢野 (1986) および田中丸ほか (1999) により，ツ

ラナガコビトザメでは個体および成長段陪による差が

みられるため， この形質のみによるツラナガコビトザメ

とオオメコビトザメの識別は難しいことが指摘されてお

り，本研究の結果も彼らの指摘を支持するものであっ

た. Sasaki and Uyeno (1987) のあげた形質以外に，山

田ほか (2007) は，胸鮨縁辺部の黒色部位の形状がツ

ラナガコビトザメでは長三角形なのに対しオオメコビト

ザメでは細長く， 2 種の識別形質となる可能性を示唆し

ている．検討標本におけるこの黒色部位は胸鰭前縁に

添った細長い形状であるが，山田ほか (2007) が略図

で示したオオメコビトザメのものよりは輻がやや広いよ

うに思われた (Fig. ID). 本形質が両種のイ［効な識別

形質となるかどうかを判断するためには， より多くの標

本を検討することが必要である．

検討標本における脊椎骨数 49 + 20 (尾鮪前脊椎

骨数＋尾鰭脊椎骨数で表す）を Springer and Garrick 

(1964) の示したオオメコビトザメにおける値 (S.

latica11d11s のホロタイプでは 47+ 13; S. sarmenti のホ

ロタイプでは 48 + 13) と比較すると，尾鰭前脊椎骨数

には大きな差がなかったが，尾鰭脊椎骨数では本標

本がかなり多かったまた，検討標本の単椎数 34 は

Seigel (1978) の示した範間 (27~ 32; n = 16) よりや
や多かった．尾鰭脊椎骨数の差は，検討標本が本種

としては大型の個体のため，末端部の脊椎骨の化骨が

進み軟エックス線写真11hj像上で多くが計数された可能

性があるが，本属魚類の秤椎骨数の変異についても標

本数を増やして検討することが必要である．

検討標本が採集された千菜県勝浦市南東沖の漁場

である「キンメ場」は冊初誨底谷と勝浦涌底谷の間に

ある安房堆の一帯で，最浅部の水深が約 300 111 の広

い瀬になっており， キンメダイ等を対象とした底魚ー

本釣り i魚業の良好なi魚場となっている．本種が釣獲さ

れた正確な時刻は記録されていないが，おそらく昼間

であり（少なくとも夜間でぱない），釣獲水深は通常

キンメダイ類が漁獲されるのと同じ底層近くであった

（海老根智央氏私信）．本種を含むツラナガコビトザメ

属魚類は,,,周鉛直移動をすることが知られており，仲

谷 (1984) によると「昼間は水深 500 111 付近にとどま

り，夜間には水深 200 111 付近まで浮上する」とされ，

山田 (1986) は「水深 200 111 以深，主に 300~ 400 111 
前後の洵域から漁獲される． しかし，夜間は海面から

30 m 以浅の層からも漁獲される」と記している．また，

Yano and Tanaka (1983) ばソラナガコビトザメが駿河

湾で夜間操業されるサクラエビ漁（中層トロール）で

採集されることを報告し，箪者の一人藍澤もこれを確

認してしヽる． 同様に， Ill 中丸ほか (1999) は，駿河湾

のツラナガコビトザメが夜間にほぼ 100 111 前後の水深

から多く採集されることを示している．本報告の採集

例は昼間に本種が底附付近に生息することを示してお

り，既往報告のツラナガコビトザメ属魚類の H周行動と

よく一致する， Siegel (1978) は， ツラナガコビトザメ類

の胃内容物から l:J 周鉛直移動をする中層性のイカ類や

魚類が見出されることから，本属魚類は夜間に摂餌の

ために表層近くに移動すると推定している． これに対

し今回採集された標本はキンメダイ釣りの餌により底

層近くから釣獲されており，本種が少なくとも昼間底

層に生息している間にも摂餌を行っている可能性があ

ることが示唆された．
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Record of the dwarf dalatiid shark 
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A dwarf dalatiid shark, Squaliolus laticaudus Smith and 

Radcliff in Smith, 1912 was added to the ichthyological 

fauna of Chiba Prefecture, Japan, based on a female 

specimen collected from off Katsuura. S. laticaudus was 

previously known from Western Pacific, lndian and Atlantic 

Oceans, including Japanese waters through Suruga Bay 

to Okinawa Trough. The present specimen was caught by 

a baited hook during daytime at the depth of ca. 350 m, 

and this observation supports the diel vertical migration 

behavior of the species reported previously. It is suggests 

that this species feed during daytime while they stay in 

deeper waters. 
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